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断病理科で行った先行研究によれば、肺腺癌のうち上皮内腺癌 5 例と浸潤性腺癌 5 例で cDNA マイクロ
アレイによる mRNA 発現解析を行ったところ、セルロプラスミン遺伝子の発現が後者で高い結果であっ




 まず著者は、不死化ヒト異型腺腫様過形成細胞株 (PL16T)とヒト肺腺癌細胞株 (H1650, HCC827, 
H1975) を用いて定量リアルタイム RT-PCRとウエスタンブロットを行い、セルロプラスミン mRNAと蛋
白の発現を調べている。次に著者は、肺腺癌切除標本検体のうち上皮内腺癌 3 例、浸潤性肺腺癌 16 例















ている。196 例を浸潤がほとんどない組織亜型（adenocarcinoma in situ と minimally invasive 
adenocarcinoma)、浸潤を認める組織亜型（lepidic adenocarcinoma）および浸潤が高度な組織亜型
（acinar adenocarcinoma、papillary adenocarcinomaと solid adenocarcinoma）に分けると、浸潤が
高度になるにつれて H-score が高くなることが図示されている。さらに H-score の中央値である 80 を
カットオフ値に設定し、196 例を高発現群 (H-score >80: 92 例) と低発現群 (H-score <80: 104 例)
に分けて臨床病理学的因子との関連を調べている。高発現群は、浸潤が高度な組織亜型、進行が高度な
病期（III-IV期）、T因子(T2-T4)、N因子（N1-N2）と関連していた。高発現群では低発現群に比べ有意に

















平成 30年 2月 27日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
 
 
 
 
